
 

罹 災 証 明 書 (願い) 
 

世帯主住所  

世帯主氏名                        印 

（追加記載事項欄①）  

 

罹災原因 年  月  日の         による 

 

被災住家※の 
所在地 

 

自己判定方式 
の採用 

※採用する方は 

☑チェック 

☐罹災証明書の発行に係る被災の程度について、「自己判定方式」に

より、住家の被害の程度が「準半壊に至らない」と決定することに同

意します。 

※自己判定方式…提出していただいた写真から、被害が明らかに軽微

な家屋について「準半壊に至らない」と判定する方式です。 

住家※の被害の 
程度 

□全壊 □大規模半壊 □中規模半壊 □半壊 

□準半壊 □準半壊に至らない（一部損壊）                     

（追加記載事項欄②）  

  

※住家とは、現実に居住（世帯が生活の本拠として日常的に使用していることをいう。）のために使

用している建物のこと。（被災者生活再建支援金や災害救助法による住宅の応急修理等の対象とな

る住家） 

 

（追加記載事項欄③）  

 

 上記のとおり、相違ないことを証明します。 

 なお、住家の被害の程度については、再調査を依頼することができます。 

 

   年  月  日 

                    伊豆の国市長  山下 正行  ㊞  



 

 

罹 災 証 明 書 (願い) 
 

世帯主住所 伊豆の国市長岡３４０－１ 

世帯主氏名          危機 管太   印 

（追加記載事項欄①）  

 

罹災原因 令和 X 年 Y 月 Z 日の台風○○号の大雨、強風による 

 

被災住家※の 
所在地 伊豆の国市長岡３４０－１ 

自己判定方式 
の採用 

※採用する方は 

☑チェック 

☑罹災証明書の発行に係る被災の程度について、「自己判定方式」に

より、住家の被害の程度が「準半壊に至らない」と決定することに同

意します。 

※自己判定方式…提出していただいた写真から、被害が明らかに軽微

な家屋について「準半壊に至らない」と判定する方式です。 

住家※の被害の 
程度 

□全壊 □大規模半壊 □中規模半壊 □半壊 

□準半壊 □準半壊に至らない（一部損壊）                     

（追加記載事項欄②）  

  

※住家とは、現実に居住（世帯が生活の本拠として日常的に使用していることをいう。）のために使

用している建物のこと。（被災者生活再建支援金や災害救助法による住宅の応急修理等の対象とな

る住家） 

 

（追加記載事項欄③）  

 

 上記のとおり、相違ないことを証明します。 

 なお、住家の被害の程度については、再調査を依頼することができます。 

 

   年  月  日 

                    伊豆の国市長  山下 正行  ㊞  

 

記入例 


